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印 高

平
成
二
十
二
年
度
関
東
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

記

日
時
　
七
月
九
日

（金
）
午
後
六
時
よ
り

場
所

ベ
ル
サ
ー
ル
神
田

東
京
都
千
代
田
区
神
田
美
土
代
町
七

住
友
不
動
産
神
田
ビ
ル
三
階

電
話
　
０
３
１
５
２
８
１
１
３
０
５
３

懇
親
会
費
　
四
〇
〇
〇
円

（但
し
学
生
は

一
〇
〇
〇
円
）

年
会
費
の
三
〇
〇
〇
円
は
当
日
受
付
も
致
し
ま
す
が

こ
の
会
報
に
同
封
の
振
込
用
紙
に
よ
り
ご
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

議

題

一
号
議
案
　
平
成
二
十

一
年
度
事
業
報
告
、会
計
報
告

二
号
議
案
　
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
、
予
算

三
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件

会
場
が
昨
年
と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

神
田
美
土
代
町
の

「
ベ
ル
サ
ー
ル
神
田
」

で
開
催
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
新
宿
線

「
小
川
町
」
、
千

代
田
線

「新
御
茶
ノ
水
」
、
丸
の
内
線

「
淡
路
町
」
駅
が

最
寄
り
駅
で
す
。
な
お
Ｊ
Ｒ

「
神
田
」
駅
北
日
か
ら
も

十
分
ほ
ど
で
す
。

総
会
、
講
演
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
本

年
は
８８
期
の
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
が
準
備
を
し
て
く
れ

て
お
り
ま
す
。
懇
親
会
の
会
費
は
、
今
年
も
同
窓
会
か

ら
補
助
金
を
支
出
し
て
四
〇
〇
〇
円
と
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
静
岡
か
ら
恒
例

の
美
味
し
い
故
郷
の
味
が
届
き
ま

す
。
同
窓
生
、
同
期
生
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽

に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
封

の
葉
書

に
五
十
円
切
手
を
貼

っ
て
、
出
席
か
欠
席

か
を
、
ま
た
近
況
を
記
し
、
同
窓
生

の
消
息
を
ご
存
知

の

方
は
該
当
欄

に
記
入
し
て
六
月
二
十
五
日
ま
で
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
て
送
信
の
場
合
は
０
３
‐

３
２
５
７
１
０
８
２
０

（関
東
同
窓
会
事
務
局
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

講
演
　
講
演
者
　
山
田
昌
治
氏

（
８８
期
）

工
学
院
大
学

工
学
部
応
用
化
学
科
教

授

・
工
学
博
士

テ
ー

マ
「食
べ
て
健
康
を

つ
く
ろ
う
」

講
演
内
容

最
近
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
誤

っ
た
食
と

健
康
に
関
す
る
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
人

間
は
、
健
康
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
機
能
を
も

っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
、
健
康
に
良
か
れ
と
思

っ
て

や
っ
た
こ
と
で
逆
に
健
康
を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
年
食
品
会
社
で
食
と
健
康
を
専
門
と
し
て
仕
事
を
し

て
き
た
講
師
が
、
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
せ

地
下
鉄
　
新
宿
線

「小
川
町
駅
」
徒
歩
２
分

丸
ノ
内
線

「淡
路
町
駅
」
徒
歩
２
分

千
代
田
線

「新
御
茶
ノ
水
駅
」
徒
歩
２
分

＝

・
銀
座
線

「神
田
駅
」
徒
歩
１０
分

半
蔵
門
線

。
東
西
線

・
三
田
線

・
千
代
田
線

「大
手
町
駅
」
徒
歩
８
分

る
知
恵
を
提
供
し
ま
す
ｃ

専
門
分
野

食
品
科
学
、
食
品
プ

ロ
セ
ス
エ
学
、
化
学
工
学

２
０
１
０
年
　
日
本
農
芸
化
学
会
英
文
誌
論
文
賞

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
７
２
年
　
静
高
卒
業

１
９
７
９
年
　
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
終
了

１
９
８
３
年
　
目
清
製
粉
株
式
会
社
入
社

２
０
１
０
年
　
工
学
院
大
学
工
学
部
教
授
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第69号 平成22年 6月 5日 静中・静高関東同窓会 会報 (2)

平成21年度 収支決算報告書

自平成21年 4月 1日 ～至平成22年 3月 31日
静中・静高関東同窓会

(収入の部)

の

平成22年度 収支予算書 (案 )

静中・ 静高関東同窓会

(単位 :円 )

自平成22年 4月 1日 ～至平成23年 3月 31日

(収入の部)

科 目 予 算 額 決 算 額 増   減 摘 要

年   会   費 2.300,000 2,204,000 」ゝ  96,000 コンビニ430、 〒221、 現金85計 736

総 会 ・ 懇 親 会 費 800,000 624.000 ▲ 176,000 160名 (来賓 4名、会員156名 )

会 報 広 告 料 240,000 220.000 △  20,000

本 部 助 成 金 800.000 800,000

受 取 利 息 等 40.889 4(),889 祝儀本部2万、静高1万、中部 1万円

計 4,140,000 3、 888,889 ∠L、  251,111

前 年 度 繰 越 金 4,932.517 4,932,517

合 計 9.072,517 8.821,406 △ 251,111

総   会   費 1,150,000 l,266,549 116,549

準備費会場費等 250,000 451.424 201,424 講演機材、部屋代、謝礼など

懇 親 会 費 900,000 815,125 ∠ゝ,  84,875

会 報 発 行 費 1,500,000 1,765,800 265,800 年 2回 1万部

印  刷  費 600,000 797.148 197.148

発  送  費 700,000 761,872 61,872

編  集  費 200,000 206、 780 6,780

役 員 理 事 会 費 等 600,000 328,240 ∠L、  271,760

旅 費 交 通 費 100,000 4,680 ∠」1  95,320

銀 行 郵 使 局 振 込 費 50,000 29,310 ∠L.  20,690

コ ン ビニ振 込 費 等 300.000 267,872 ∠ゝ、  32,128 内接続基本料144,392円

事 務 費 ・ 通 信 費 300.000 331,488 31,488 内通信費83,458円

本 部 。支 部 総 会 費 80.000 79,440 ∠ゝゝ   560
慶   弔   費 20,000 △  20,000

予 備 費 ・ 雑 費 40,000 16、 000 △  24,000 活動助成金16,000円

計 4,140,000 4,089,379 △  50,621

次 期 繰 越 金 4、 932,517 4.732.()27 △ 200,490
/全、 計ト 9,072.517 8,821,406 /= 251,111

科 目 予 算 額 前年度予算額 増   減 摘 要

年   会   費 2,400,000 2,300.000 100,000 800名

総 会 ・ 懇 親 会 費 800,000 800,000 200名

会 報 広 告 料 240,000 240,000 12社

本 部 助 成 金 800,000 800,000

受 取 利 息 等

計 4,240,0()0 4,140,000 100.000

前 年 度 繰 越 金 4,732,027 4,932,517 /1 200.490
ノヽ

計 8,972,027 9,072,517 △ 100,490

総   会   費 1,250,000 1,150,000 100.000 200名

準備費会場費等 400、 000 250.000 150,000

懇 親 会 費 850,000 900.000 ∠ゝゝ  50,000

会 報 発 行 費 1,750,000 1,500,000 250.000 年 2回・ 1万部

印  刷   費 800,000 600,000 200、 000

発  送   費 750,000 700.000 50,000

編  集  費 200,000 200,000

役 員 理 事 会 費 等 450,000 600.000 ∠L, 150,000

旅 費 交 通 費 100,000 100,000 本部・支部総会等

銀 行 郵 便 局振 込 費 30,000 50,000 △  20,000

コ ン ビニ振 込 費 等 280,000 300.000 ′‐11  20,000 接続基本料 。手数料

事 務 費 ・ 雑 費 260.000 300,000 ∠L.  40,000 事務所費等

通   信   費 80,000 80,000

慶   弔
. 

費 20,000 20,000

予   備   費 20,000 40,000 △  20,000

言ト 4,240,000 4,140,000 100,000

次 期 繰 越 金 4,732,027 4,932,517 ′L 200,490
ノ全、

計 8.972,027 9,072,517 ∠二1 100,490

|
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闘
無
客
活
動
港
発
に

幻
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
、

五
十
年
ぶ
り
の
再
結
成
で

「自
鳥
の
湖
」
に
挑
戦

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
部

関
東
地
区
Ｏ
Ｂ
会

７７
期
　
栗
田
　
牧
司

ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
我
が
静
岡
高
校
に
は
か
つ
て

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
が
存
在
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
に

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ

ン
ド
部
と
し
て
創
設
さ
れ
、
な
じ
み

の
深
い

「
荒
城
の
月
」
か
ら
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の

「白
鳥
の
湖
」
や
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
の

「
運
命
」
な
ど
の
幅

広

い
演
奏
活
動
に
よ
り
、
最
盛
期
に

は
五
十
名
を
超
え
る
部
員
を
誇
る
文

化
祭
の
花
形
的
存
在
に
な

っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
に

廃
部
と
な
り
、
十
九
年
間
の
活
動
を

終
え
ま
し
た
。
今
年
四
月
十
日
、
ク

ラ
ブ
解
散
か
ら
二
十
二
年

の
歳
月
を

経
て
、
関
東
地
区
在
住
者
と
静
岡
か

ら
駆
け
付
け
た
７６
期
か
ら
９２
期
ま
で

の
Ｏ
Ｂ
四
十
三
名
と
ご
家
族
二
名
の

計
四
十

五
名

が
銀
座

の

″
∽
目

‐ュ

高
松
〃
に
集
ま
り
、
関
東
地
区
Ｏ
Ｂ

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
第

一
部

の
演
奏
会
は
、
昭
和

三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
幕
開
け
の
テ
ー

マ
曲
で
あ

っ
た

「
古

い
フ
ラ
ン
ス
の

歌
」
で
始
ま
り
、
続

い
て
創
設
以
来

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
曲
で
あ

っ
た

「
白
鳥
の
湖
」
の

″情

景
〃
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

に
は

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ

ェ
ロ
、
ビ
ア
ノ
に
、
年

々
パ
ー
ト

に
加
え
ら
れ
て
い

っ
た
オ
カ
リ
ナ
や

ピ
ア
ニ
カ
、

コ
レ

ッ
ト
、
ポ
ル
タ
サ

ウ
ン
ド
な
ど
も
加
わ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
編
成
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏
者
の
中
に
は

「
白
鳥
の
湖
」

は
五
十
年
ぶ
り
の
人
も
あ
り
、
久
し

ぶ
り
の
演
奏
に

「
息
が
続
か
な
い
」

「
吹
く
位
置
が
見
当
違

い
」

な
ど
の

愚
痴
を
言

い
な
が
ら
も

一
人
ひ
と
り

の
演
奏
は
情
熱
の
こ
も

っ
た
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
が
、
合
同
練
習
な

し
の
ぶ

っ
つ
け
本
番
の
演
奏
で
は
熱

の
入
り
方
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
曲

と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
今

一
つ
で
、

若
く
力
の
あ

っ
た
現
役
時
代
と
は
ひ

と
味
違
う
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

聴
き
役
に
回

っ
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
現

役
時
代
に
負
け
な
い
拍
手
と
爆
笑
の

声
援
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

ゆ
え
に
演
奏
者
は
ま
す
ま
す
自
信
を

強
め
、
そ
れ
が
ゆ
え
に

「
こ
れ
な
ら

ば
」
と
演
奏
参
加

へ
の
意
欲
を
高
め

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
幹
事
の
開
催

趣
旨
説
明
、
ク
ラ
ブ
創
設
者
の

一
人

７６
期
の
寺
田
治
生
さ
ん
の
祝
辞
、
同

じ
く
７６
期
の
藤
巻
庸
男
さ
ん
の
乾
杯

音
頭
に
よ
リ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
フ
リ
ー
懇
談
の
後
、

年
次
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
紹
介
と
各
自

１
分

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
現
役
時
代

の
秘
話
や
顧
間
の
先
生

へ
の
感
謝
の

言
葉
、
現
在
の
活
躍
状
況
な
ど
の
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
、
藤
巻
さ
ん
の

一
人
演
奏
な
ど
で
会
は
最
高
潮

に
達

し
、
今
後
の
演
奏
会
の
継
続
を
確
認

し
な
が
ら
、
和
や
か
で
笑

い
の
絶
え

な
い
有
意
義
な
三
時
間
が
あ

っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
ｃ

こ
の
関
東
地
区
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
年

十
月
九
日

（土
）
に
静
岡
に
お
い
て

開
催
予
定
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
部

Ｏ
Ｂ
総
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

進
す
る
た
め
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、

総
会
で
も
演
奏
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り
は
ま

す
ま
す
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

関
東
静
高
柔
友
会
設
立

８２
期
　
石
川
　
倫
男

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日
、
東

京
の
的
東
レ
室
町
社
員
ク
ラ
ブ
に
て
、

関
東
静
高
柔
友
会

（関
東
で
の
静
高

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
）
発
足
総
会
を
九
名

出
席
の
も
と
開
催
し
、
会
を
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

本
部
で
あ
る
静
岡
の
静
高
柔
友
会

か
ら
も
小
野
木
会
長
補
佐
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
で
は
会
則

の
審
議

・
承
認
と
柔
友
会
役
員
の
審

議

。
人
選
を
行
い
初
代
会
長
に
は
７３

期
の
山
梨
由
記
先
輩
が
満
場

一
致
で

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会

を
思
い
つ
い
た
の
は
関
東
静
中

・
静

高
同
窓
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
、

こ
れ
だ
け
の
人
が
関
東
地
区
に
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
も
同
じ

で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

会
の
目
的
の
第
１
項
に
は
伝
統
あ

る
静
高
柔
道
部
の
復
興
を
掲
げ
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
に
は
、
欧
州
柔
道
連
盟
形

委
員
と
な
り
、
欧
州
柔
道
の
形
の
第

一
人
者
、
杉
山
庄
治
八
段

（
６８
期
）
。

東
京
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で
明
治
大

学
の
坂
口
征
二

（元
全
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
）
を
投
げ
、
早
稲
田
大
学
の

優
勝
に
貢
献
し
た
片
岡
安
八
段
ｃ
静

高
柔
道
部

の
在
籍
期
間
は
短
か

っ
た

が
、
そ
の
後
東
大
柔
道
部

で
研
鑽
を

積
み
、
各
国
大
使
を
歴
任
し
そ
の
国

際
性
か
ら
、
柔
道

の
今
後
の
方
向
性

を
示
そ
う
と
し
て
い
る
小
川
郷
太
郎

六
段

（
７９
期
）
な
ど
、
多
彩
な
顔
ぶ

れ
で
す
。

平
成
二
十
年
度
現
在
、
静
高
柔
道

部
員
は

一
名
と
の
こ
と
で
し
た
。
何

と
か
部
員
増
を
計
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
本
部
柔
友
会
と
協
力

し
、
顧
間
の
先
生
と
交
流
を
計
り
、

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
だ
け
で
無
く
、

同
窓
会
の
皆
様
に
も
協
力
を
お
願
い

し
、
子
弟
や
お
孫
さ
ん
に
入
部
を
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

柔
道
は
国
際
化
が
進
み
、
変
な
方

向
に
進
ん
で
い
る
感
じ
も
あ
り
ま
す

が
、
他
方
、
多
く
の
国
で
修
行
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
試
合
ば
か
り
で

な
く
形
の
世
界
選
手
権
も
始
ま
り
ま

し
た
。
柔
道
は
国
際
理
解
を
す
る
手

っ

取
り
早
い
手
法
と
も
い
え
ま
す
。
ま

た
来
年
は
静
高
柔
道
部
は
創
部
六
十

周
年
の
節
日
で
す
、
関
東
静
高
柔
友

会
で
も
六
十
周
年

の
会
合
に
参
加
を

促
し
、
よ
り
大
き
な
会
に
発
展
さ
せ

る

つ
も
り
で
す
。
静
高
柔
道
部
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
、
会

へ
の
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
Ю
Ｏ
Ｂ
で
無
く

て
も
柔
道
と
関
わ
り
の
あ
る
方
も
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
同
期
の
方

は
連
絡
を
取
り
合
い
、
是
非
ご

一
報

く
だ
さ
い
。
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写
真
は
前
列
右
か
ら
、

７６
期
片
岡
安

（八
段
）
、
そ
の
左
隣
７３
期
山
梨
由
紀

（関
東
静
高
柔
友
会
会
長
）
、
そ
の
左

隣
７５
期
小
野
木
武

（本
部
静
高
柔
友

会
会
長
補
佐
）

前
列
左
端
、

６９
期
松
村
メ
ィ
子

（女

子
４
段
）
彼
女
は
静
高

で
は
柔
道
部

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
に
な

っ

て
か
ら
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。

柔
友
会
は
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
と
限
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
静
高
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
で

柔
道
と
か
か
わ
り
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で

す
。

後
列
右
、

８２
期
望
月
邦
計

（事
務
局
）、

そ
の
隣
、

８２
期
小
野
円
周
二

（会
計
）、

そ
の
隣
、

７９
期
小
川
郷
太
郎

（６
段
）

外
務
省
顧
間
、

７８
期
石
山
喬
日
本
軽

金
属
帥
社
長
、
後
列
左
端
、

８２
期
石

川
倫
男

（事
務
局
、
６
段
）

＊
関
東
静
高
柔
友
会
　
連
絡
先

〒
２
７
４
１
０
０
６
８

「釣
耕
苑
」
を
訪
ね
る

７１
期
　
曽
根
　
幸

一

仙
境
か
桃
源
郷
か
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

か
。
そ
ん
な
時
空
を
さ
ま
よ
う
よ
う

な
体
験
を
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た

四
月
二
十
五
日
、
わ
が
７１
期
の
同
窓

生
鈴
木
貴
統

（康
司
）
君
が
島
田
市

の
大
草
に
移
築
し
た
庄
屋
屋
敷
を
浦

田
彰
君
の
計
ら
い
で
静
高
出
身
の
皆

さ
ん
十
四
名
で
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。

一
五
〇
坪
も
あ
る
こ
の
建
築
は
明

治
の
初
年
、
川
根
の
桑
の
山
に
つ
く

ら
れ
た
児
玉
家
と
い
う
庄
屋
の
移
築

で
あ
る
。
中
国
の
風
水
思
想
に
あ
わ

せ
た
約

一
〇
〇
〇
坪
と
い
う
小
高
い

丘
の
選
定
や
建
築
の
配
置
も
見
事
で
、

裏
山
に
は
鈴
木
君
自
身
の
ア
ト
リ
エ

も
あ
る
。

彼
も
若
い
頃
絵
を
描
く
こ
と
の
好

き
な
青
年
で
あ

っ
た
こ
と
を
う

っ
す

ら
と
憶

い
出
し
て
き
た
。
ま
さ
に
氏

の
描
く
南
画
に
似
て
、
絵
に
描
い
た

よ
う
な
悠
々
自
適
の
里
と
い

っ
て
い

い
。
「釣
耕
苑
」
（ち
ょ
う
こ
う
え
ん
）

と
呼
ぶ
こ
の
吉
建
築
の
名
は
、
解
説

に
よ
る
と
禅
師
道
元
ほ
か
高
僧
に
で

て
く
る

「
耕
雲
釣
月

」
ゃ

一‐耕
雲
養

月
」
と
い
う
句
か
ら
き
て
い
る
と
い

う
。

船
橋
市
大
穴
北

１
１
１３
１
１９

Ｔ
Ｅ
Ｌ

＆

Ｆ
Ａ
Ｘ

釣
月
の
釣
り
は
求
め
る
意

で
、
耕

雲
釣
月
は
雲
を
耕
し
て
月
を
求
め
る

か
ら
自
然
と
共
に
あ
る
人
の
心
境
だ

そ
う
で
あ
る
。
昨
今
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

運
動
の
先
駆
け
と
い

っ
て
も
い
い
。

ち
な
み
に
尾
張
の
朱
子
学
者
並
河

健
と
い
う
人
の
号
に

「
釣
耕
軒
」
と

い
う
の
が
あ
る
と
命
名
に
腐
心
し
た

様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
や
や
東

に
よ

っ
た
門
を
く
ぐ
る
と
主
屋
に
対

峙
す
る
が
、
直
交
す
る
右
手
に
馬
小

屋

（厩
と
書
く
の
か
も
）
が
あ
る
。

通
常
こ
の
下
屋
は
牛
小
屋
と
か
堆
肥

が
あ

っ
て
、
昔
な
ら
ト
イ
レ
に
な
る

場
所
か
と
考
え
る
が
、
馬
せ
ん
棒
の

先
に
茶
室
が
し

つ
ら
え
て
あ
る
の
だ
．

奥
の
部
屋
な
ら
十
人
程
度
の
お
茶
会

が
で
き
る
造
り
で
あ
る
ｃ

で
、
主
屋
と
平
行
し
た
長
屋
門
は

鈴
木
君
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な

っ

て
い
る
か
ら
、
西
に
開
い
た

コ
の
字

型
の
配
置
に
な
る
。
ほ
ど
よ
く
囲
わ

れ
た
内
庭
は
地
中
に
十
分
な
排
水
を

施
し
て
い
る
芝
生
だ
か
ら
ゴ
ル
フ
場

よ
り
快
適
で
、
緑
の
絨
毯
に
ト
ー
ネ

ッ

ト
の
椅
子
が
よ
く
似
合
う
。
古
い
建

物
は
雨
樋
が
な
い
か
ら
軒
下
が
美
し

い
。
何
と
主
屋
の
西
側
に
は
気
合

い

を
い
れ
て
造
ら
れ
た
能
舞
台
ま
で
あ

る
で
は
な
い
か
ｃ
普
請
道
楽
も
こ
こ

ま
で
く
る
と
相
当
の
専
門
家

で
な
い

と

つ
い
て
い
け
な
い
。

家
主
の
鈴
木
君
と
手
伝
い
の
方
々

の
お
世
話
で
茶
会
の
あ
と
地
産

の
惣

菜
に
よ
る
食
事
を
頂
く
。
そ
の
後

一

同
は
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
南
画
界
の
巨

匠
、
故
小
原
玉
青
画
伯
が
描
く
襖
絵

の
ビ
デ
オ
を
拝
見
。
筆
跡
に
蝶
が
飛

び
入
り
す
る
様
子
ま
で
と
ら
え
て
あ

る
か
ら
皆
唖
然
と
す
る
ば
か
り
。

ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
雨
の
演
出
ま
で
し

て
も
ら

っ
た
。
私
は
こ
の
道
を
生
業

と
し
て
い
る
か
ら
古
建
築
を
移
築
す

る
に
は
新
築
に
近

い
費
用
が
か
か
る

こ
と
は
知

っ
て
い
る
。
大
工
や
鳶

の

人
達
三
年
間
の
人
件
費
だ
け
で
も
か

る
く
億
シ

ョ
ン
を
越
え
る
額
に
は
な

る
は
ず
で
あ
る
。
総
括
は
地
元
の
松

浦
棟
梁
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
会

議
や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
う

っ
て
つ

け
で
、
家
は

「
造
る
も
の
」

で

は
な
く

「
買
う
も
の
」
だ
と
感

じ
始
め
て
い
る
人
達

へ
の
教
育

効
果
も
あ
る
。
知
古

の
者
な
ら

宿
泊
も
可
能
だ
と

い
う
が
、

ガ

タ
ガ
タ
せ
こ
い
生
活
を
し
て
い

る
私
達

の
多
く
は
、
空
が
赤
み

を
帯
び
る
夕
刻

に
は
失
礼
し

て

し
ま

っ
た
。

こ
の
移
築
は
昭
和

の
末

の
三
年
余
を
か
け
て
い
る

か
ら
、
既

に
二
十
年
以
上
は
経

過
し

て
い
る
ｃ
催
し
物
も
随
分

収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
静
岡

の

皆
さ
ん
な
ら
す
で
に
ご
存
知

の

方
も
多

い
の
か
も
し
れ
な
い
ｃ

し
か
し
鈴
木
君
は
移
築
当
時
五

十
歳

に
な

っ
た
ば
か
り

の
は
ず

で
、
移
築

に
関
わ
る
諸
制
度
を

役
所
と
駆
け
引
き
し

つ
つ
克
服

さ
れ
た
と
い
う
。
今

で
こ
そ
古

建
築
の
保
存
は
常
識
化
し
て
文
化
財

保
存
法
の
他
に
景
観
法
も
で
き
て
い

る
が
、
氏
の
慧
眼
と
努
力
そ
し
て
何

よ
り
も
か
よ
う
な
粋
人
が
わ
が
郷
里

に
も
お
ら
れ
た
と
は
驚
く
ば
か
り
で

あ
る
。

参
加
者

¨
（
６８
期
）
荒
谷
じ

つ
子
、

杉
山
和
子
、

（
７０
期
）
奥
村
浩
之
、

（
７１
期
）
伊
藤

勝
、
浦
田

彰
、
後

藤
弘
枝
、
栗
田
甲
子
男
、
実
石
欣
哉
、

鈴
木
暉
男
、
長
倉
置
二

、
望
月
裕
言
、

曽
根
幸

一
、

（
７６
期
）
斎
藤
俊
英
、

（
７７
期
）
清
水
雅
尚
。
敬
称
略
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同

期

の
動

き

６０
期
同
期
会

笠
間
　
達
男

恒
例
に
な

っ
た
同
期
会
が
、
四
月

一
十
二
日
に
静
岡
駅
の
南
に
あ
る
束

海
軒
会
館
で
行
わ
れ
た
ｃ
木
曜
日
、

十
六
時
受
付
、
十
六
時
半
か
ら
記
念

写
真
、
十
七
時
開
宴
と
い
う
日
程
は
、

今
年
八
十
三
歳
に
な
る
会
員
の
こ
と

や
、
私
の
よ
う
な
首
都
圏
か
ら
参
加

し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
宅
し
よ
う

と
す
る
人
の
こ
と
を
配
慮
し
た
幹
事

諸
君
の
決
め
た
こ
と
で
あ
る
ｃ

そ
の
せ
い
か
、
三
十
五
人
集
ま

っ

た
中
で
、
関
東
同
窓
会
の
会
員
が
九

人
と
い
う
結
果
で
、
幹
事
も
喜
ん
で

九
人
を
壇
上
に
上
げ
て
、
ひ
と
り

一

人
挨
拶
を
さ
せ
た
ｃ
私
は
こ
の
会
の

お
か
げ
で
毎
年
両
親
の
墓
に
詣
で
る

こ
と
が
で
き
る
ｃ

こ
の

一
年
間
に
亡
く
な

っ
た
人

へ

の
黙
祷
が
唯

一
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

後
は
自
由
に
話
し
合

っ
た
ｃ

私
は
柔
道
部

の
仲
間
の
石
割
憲

一

君
が
、
予
科
練
か
ら
帰

っ
て
、
静
岡

県
の
障
害
児
教
育
で
頑
張

っ
て
い
る

の
を
遠
く
か
ら
見
て
い
た
の
で
、
あ

ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
彼
か
ら
そ
の

事
情
を
聞
い
た
。
私
も
教
師
だ

っ
た

が
、
今

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
る
石
割
君
の
姿
勢
に
感
動

し
た
ｃ

初
め
て
出
席
し
て
、
皆
の
話
を
遮

っ

た
某
君
は
、
一
亡
く
な

っ
た
」
と
い

う
情
報
を
得
た
幹
事
が
問
い
合
わ
せ

た
の
が
契
機

で
出
席
し
、
一
こ
の
通

り
び
ん
ぴ
ん
し
て
い
る
よ
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
ｃ
幹
事
は

一
死
ん
だ
と
思
わ

れ
た
こ
と
は
か
え

っ
て
縁
起
が
い
い

ん
だ
よ
」
と
慰
め
て
い
た
ｃ

十
九
時
前
に
校
歌
を
四
番
ま
で
斉

唱
し
て
宴
を
閉
じ
た
ｃ
私
た
ち
は
幹

事
の
配
慮
の
お
か
げ
で
、
ひ
か
り
号

で
東
京
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
ｃ

６７
友
楽
会
の
例
会

６７
期
　
岡
村
　
英

二
郎

６７
友
楽
会
が
毎
年
二
回
開
催
し
て

き
た
懇
親
会
は
、
平
成
二
十

一
年
秋

で
三
十
五
回
目
を
迎
え
る
ｃ
大
方
の

同
期
生
が
喜
寿
を
迎
え
る
年
度

で
あ

る
し
、
区
切
り
の
好
い
二
十
五
回
日

で
あ
れ
ば
、
数
時
間
の
食
事
会
よ
り

一
泊
旅
行
を
と
い
う
会
員
か
ら
の
声

を
諒
と
し
て
、
十

一
月
四
日
、
焼
津

松
風
閣
で
例
会
を
行
う
こ
と
と
な

っ

た
ｃ大

崩
海
岸
の
岸
の
縁
に
建

つ
松
風

閣
か
ら
は
富
士
山
、
日
本
平
、
伊
豆

半
島
が
駿
河
湾
越
に
眺
め
ら
れ
、
眼

下
は
深
瀬
で
覗
け
ば
恐
怖
心
が
よ
ぎ

る
ｃ
そ
の
眺
望
は

一
素
晴
ら
し
い
」

に
尽
き
る
ｃ
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ

て
、
翌
朝
の
朝
日
と
富
士
山

の
輝
き

関東から出席した9名 勢揃い

は
見
事
な
光
景
だ

っ
た
ｃ

今
回
は
九
名
が
参
加
し
た
。
大
石

脩
而
君
、
川
Ｌ
剛
二
君
、
小
坂
博
君
、

小
杉
謙

一
君
、
小
杉
弘
君
、
鈴
木
敏

行
君
、
手
塚
重
明
君
、
山
岡
進
君
、

そ
れ
に
岡
村
の
九
名

で
あ
る
ｃ
当
初

参
加
希
望
だ

っ
た
河
日
正
義
君
は
、

直
前
に
夫
人
が
急
逝
し
て
結
局
参
加

で
き
な
か

っ
た
ｃ
夫
人
の
ご
冥
福
を

祈
る
ｃ
地
元
在
住
の
桜
井
正
治
君
と

人
石
岱
介
君
に
は
夕
食
に
同
席
し
て

い
た
だ
い
た
ｃ

食
事
会
で
は
大
石
脩
而
君
か
ら
、

本
人
持
参
の
自
書
に
な
る
千
字
文

の

巻
軸
の
解
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
静
高

改
革
に
つ
い
て
の
意
見
や
、
静
高
卒

業
生
の
地
域
社
会
や
国

へ
の
貢
献
内

容
な
ど
新
し
い
視
点
に
立

っ
た
静
高

外
史
の
作
成
を
と
い
う
提
案
に
つ
い

て
、
浅
羽
静
高
校
長
や
荻
野
同
窓
会

長
と
の
文
書
交
換
の
説
明
が
あ

っ
た
ｃ

ま
た
声
楽
を
学
ん
だ
大
石
岱
介
君
が
、

ラ
テ
ン
ナ
ン
バ
ー
の

一
ベ
ッ
サ
メ
ム
ー

チ

ョ
」
を
披
露
し
て
興
を
添
え
た
ｃ

桜
井
正
治
君
か
ら
は
、
静
岡
在
住

の
同
期
生
１４
人
に
よ
る
絵
画
、
写
真
、

陶
芸
の
作
品
が
、
平
成
二
十

一
年
十

二
月
下
旬
静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
示
さ
れ
る
案
内
が
あ

っ
た
。
一
な

か
な
か
や
る
じ

ゃ
ん
」
と
い
う
の
が

率
直
な
感
想
だ

っ
た
ｃ

平
成
二
十

一
年
は
世
界
天
文
年
で
、

電
波
天
文
学
に
必
須
の
電
波
望
遠
鏡

が
焼
津

で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
翌
日
、

８０
、、ヴ
反
射
望
遠
鏡
が

あ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津

ま
で
宿
の
バ
ス
で
送

っ
て
い
た
だ
い

た
ｃ
活
発
な
若

い
女
性
解
説
員
の
ユ

ニ
ー
ク
な
説
明
に
感
心
し
た
あ
と
は
、

魚
好
き
に
好
評
の
焼
津
さ
か
な
セ
ン

タ
ー

ヘ
行

っ
て
昼
食
を
摂

っ
た
。
昔

と
比

べ
館
内
に
は
随
分
食
事
処
が
増

え

て
い
た
．

幹
事
か
ら
焼
津
名
産

一
あ
さ
り
の
佃
煮
」
が
配
ら
れ
た
の

で
、
深
川
井
を
想
定
し
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
。

前
号
で
紹
介
さ
れ
た
俳
句
集

「無

碍
」
の
著
者
の
大
石
脩
而
君
か
ら
、

次
の
よ
う
な
俳
句
を
い
た
だ
い
た
ｃ

・
鎮
ま
薇
る
焼
洋
の
海
の

小
ふ
富
士

・
秋
溢
み
て
で
っ
か
い
富
士
や

ク
ラ
ス
会

●

“

(■/●

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

∽◇

８
‘
一⇔人８
あ
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６０
期
同
期
会

笠
間
　
達
男

恒
例
に
な

っ
た
同
期
会
が
、
四
月

二
十
二
日
に
静
岡
駅
の
南
に
あ
る
東

海
軒
会
館
で
行
わ
れ
た
。
木
曜
日
、

十
六
時
受
付
、
十
六
時
半
か
ら
記
念

写
真
、
十
七
時
開
宴
と
い
う
日
程
は
、

今
年
八
十
三
歳
に
な
る
会
員
の
こ
と

や
、
私
の
よ
う
な
首
都
圏
か
ら
参
加

し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
宅
し
よ
う

と
す
る
人
の
こ
と
を
配
慮
し
た
幹
事

諸
薄
の
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
せ
い
か
、
三
十
五
人
集
ま

っ

た
中

で
、
関
東
同
窓
会
の
会
員
が
九

人
と
い
う
結
果
で
、
幹
事
も
喜
ん
で

九
人
を
壇
上
に
上
げ
て
、
ひ
と
り

一

人
挨
拶
を
さ
せ
た
。
私
は
こ
の
会
の

お
か
げ
で
毎
年
両
親

の
墓
に
詣
で
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

一
年
間
に
亡
く
な

っ
た
人

へ

の
黙
祷
が
唯

一
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

後
は
自
由
に
話
し
合

っ
た
。

私
は
柔
道
部

の
仲
間
の
石
割
憲

一

君
が
、
予
科
練
か
ら
帰

っ
て
、
静
岡

県
の
障
害
児
教
育
で
頑
張

っ
て
い
る

の
を
遠
く
か
ら
見
て
い
た
の
で
、
あ

ま
り
話
し
た
が
ら
な
い
彼
か
ら
そ
の

事
情
を
聞
い
た
。
私
も
教
師
だ

っ
た

が
、
今
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
る
石
割
君
の
姿
勢
に
感
動

し
た
ｃ

初
め
て
出
席
し
て
、
皆
の
話
を
遮

っ

た
某
君
は
、
「
亡
く
な

っ
た
」
と

い

う
情
報
を
得
た
幹
事
が
問
い
合
わ
せ

た
の
が
契
機

で
出
席
し
、
「
こ
の
通

り
び
ん
び
ん
し
て
い
る
よ
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
幹
事
は

「
死
ん
だ
と
思
わ

れ
た
こ
と
は
か
え

っ
て
縁
起
が
い
い

ん
だ
よ
」
と
慰
め
て
い
た
。

十
九
時
前
に
校
歌
を
四
番
ま
で
斉

唱
し
て
宴
を
閉
じ
た
。
私
た
ち
は
幹

事
の
配
慮
の
お
か
げ
で
、
ひ
か
り
号

で
東
京

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

６７
友
楽
会
の
例
会

67
期
　
岡
村
　
英

二
郎

６７
友
楽
会
が
毎
年
二
回
開
催
し
て

き
た
懇
親
会
は
、
平
成
二
十

一
年
秋

で
二
十
五
回
目
を
迎
え
る
。
大
方

の

同
期
生
が
喜
寿
を
迎
え
る
年
度
で
あ

る
し
、
区
切
り
の
好
い
三
十
五
回
日

で
あ
れ
ば
、
数
時
間
の
食
事
会
よ
り

一
泊
旅
行
を
と
い
う
会
員
か
ら
の
声

を
諒
と
し
て
、
十

一
月
四
口
、
焼
津

松
風
閣
で
例
会
を
行
う
こ
と
と
な

っ

た
。大

崩
海
岸
の
崖
の
縁
に
建

つ
松
風

閣
か
ら
は
富
士
山
、
日
本
平
、
伊
豆

半
島
が
駿
河
湾
越
に
眺
め
ら
れ
、
眼

下
は
深
瀬
で
覗
け
ば
恐
怖
心
が
よ
ぎ

る
。
そ
の
眺
望
は

「
素
晴
ら
し
い
」

に
尽
き
る
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ

て
、
翌
朝

の
朝
日
と
富
十
山
の
輝
き

関東から出席した9名 勢揃い

は
見
事
な
光
景
だ

っ
た
ｃ

今
回
は
九
名
が
参
加
し
た
。
人
石

脩
而
君
、
川
上
剛

一君
、
小
坂
博
君
、

小
杉
謙

一
君
、
小
杉
弘
君
、
鈴
木
敏

行
君
、
手
塚
重
明
君
、
山
岡
進
君
、

そ
れ
に
岡
村
の
九
名
で
あ
る
。
当
初

参
加
希
望
だ

っ
た
河
日
正
義
君
は
、

直
前
に
大
人
が
急
逝
し
て
結
局
参
加

で
き
な
か

っ
た
。
夫
人
の
ご
冥
福
を

祈
る
。
地
元
在
住
の
桜
井
正
治
君
と

大
石
岱
介
君
に
は
夕
食
に
同
席
し
て

い
た
だ
い
た
。

食
事
会
で
は
大
石
脩
而
君
か
ら
、

本
人
持
参
の
自
書
に
な
る
千
字
文
の

巻
軸
の
解
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
静
高

改
革
に
つ
い
て
の
意
見
や
、
静
高
卒

業
生
の
地
域
社
会
や
国

へ
の
貢
献
内

容
な
ど
新
し
い
視
点
に
立

っ
た
静
高

外
史

の
作
成
を
と
い
う
提
案
に
つ
い

て
、
浅
羽
静
高
校
長
や
荻
野
同
窓
会

長
と
の
文
書
交
換
の
説
明
が
あ

っ
た
ｃ

ま
た
声
楽
を
学
ん
だ
大
石
岱
介
君
が
、

ラ
テ
ン
ナ
ン
バ
ー
の

「ベ
ッ
サ
メ
ム
ー

チ

ョ
」
を
披
露
し
て
興
を
添
え
た
。

桜
井
正
治
粛
か
ら
は
、
静
岡
在
住

の
同
期
生
１４
人
に
よ
る
絵
画
、
写
真
、

陶
芸
の
作
品
が
、
平
成
一
十

一
年
十

一
月
下
旬
静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
示
さ
れ
る
案
内
が
あ

っ
た
。
「
な

か
な
か
や
る
じ

ゃ
ん
」
と
い
う
の
が

率
直
な
感
想
だ

っ
た
。

平
成
二
十

一
年
は
世
界
天
文
年
で
、

電
波
天
文
学
に
必
須
の
電
波
望
遠
鏡

が
焼
津
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
翌
日
、

８０
、、ヴ
反
射
望
遠
鏡
が

あ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
焼
津

ま
で
宿
の
バ
ス
で
送

っ
て
い
た
だ
い

た
。
活
発
な
若

い
女
性
解
説
員
の
ユ

ニ
ー
ク
な
説
明
に
感
心
し
た
あ
と
は
、

魚
好
き
に
好
評
の
焼
津
さ
か
な
セ
ン

タ
ー

ヘ
行

っ
て
昼
食
を
摂

っ
た
。
昔

と
比

べ
館
内
に
は
随
分
食
事
処
が
増

え

て
い
た
。

幹
事

か
ら
焼
津
名
産

「
あ
さ
り

の
佃
煮
」

が
配
ら
れ
た
の

で
、
深
川
丼
を
想
定
し
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
。

前
号
で
紹
介
さ
れ
た
俳
句
集

「
無

碍
」
の
著
者
の
大
石
脩
而
君
か
ら
、

次
の
よ
う
な
俳
句
を
い
た
だ
い
た
。

・
鎮
ま
薇
る
焼
津
の
海
の

小
ふ
富
士

・
秋
溢
み
て
で
っ
か
い
富
士
や

ク
ラ
ス
会

“
同

期

の
髪

き

”

，
ヽ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
３
８
０

鶴
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さ
ら
に
喜
寿
の
ク
ラ
ス
会
に
寄
せ

て
詠
ま
れ
た
静
岡
在
住
の
光
木
徹
君

の
短
歌
を
紹
介
し
た
い
。

別
の
Ｉ
く
ん

「
孫
が
結
婚
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
」

（
日
出
度
し
、
日

出
度
し
）
Ｓ
く
ん

「
借
金
を
や

っ
と

返
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
」

（良
か

っ
た
、
よ
か

っ
た
）

Ｙ
く
ん

「
帯
状
発
疹
が
や
っ
と
治

っ

た
ら
今
度
は
神
経
痛
。
Ｍ
先
生
、
Ｋ
先

生
、
神
経
痛
で
は
死
な
な
い
よ
な
と

（そ

ん
な
に
弱
気
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
）

Ｎ
く
ん

「
青
山
学
院
大
学
が
正
月

の
箱
根
駅
伝
に
久
し
ぶ
り
に
出
場
す

る
の
で
、
陸
上
部
の
後
援
会
長
と
し

て
寄
付
金
集
め
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
」

（お
め
で
と
う
。
そ
し
て
、
ご
苦
労
さ
ま
）

こ
こ
で
幹
事
役
か
ら
の
報
告
あ
り
。

埼
玉
の
Ｓ
く
ん
が
今
年
の
夏
に
自
馬

に
登

っ
て
滑
落
し
行
方
不
明
に
な

っ

て
い
る
。
夏
に
捜
索
隊
を
出
し
て
雪

山
を
探
す
。
会
の
初
め
の
黙
祷
に
名

前
を
上
げ
る
訳
に
も
い
か
ず
、
元
気

で
い
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
（寒
い
だ
ろ
う
な
、
元
気
で
い
ろ
よ
）

我

ら

の

マ
ド

ン
ナ
の
Ｇ
さ
ん
。

「
何
事
を
や
る
に
し
て
も
ゆ

っ
た
り
、

お

っ
と
り
で
ピ
ア
ノ
を

一
寸
演
奏
し

ま
す
が
、
私
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
も

モ
デ
ラ
ー
ト
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
」

（良

い
事

で
あ
り
ま
す
。
俺
様
は
、

否
、
私
は
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
い
き
ま
す
）

次

に
小
生
が
指
名
さ
れ
る
。
一
Ｔ

さ
ん
が
今
日
不
参
加
に
な
る
と
の
事

で
小
生
に
託
さ
れ
た
文
章
を
読
み
ま

す
。
『
娘
が
三
十
ウ
ン
歳

に
な
り
、

周
囲
に
男
性
は
大
勢
い
る
の
に
、
結

婚
相
手
と
な
る
と
良
い
人
が
見
当
た

ら
な
い
の
で
す
。
ト
ン
カ
ツ
な
ら
大

好
き
で
す
が
、
婚
活

っ
て
あ
る
の
で

す

っ
て
ね
。
山
梨
さ
ん
を
信
頼
し
て

い
る
の
で
、
身
上
書
を
送
り
ま
す
の

で
、
良
き
男
性
が
い
ま
し
た
ら
、
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。
同
期
会
の
当
日

は
先
約
の
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
欠

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
う

そ
う
７３
期
の
皆
様
も
良

い
方
ば
か
り

な
の
で
、
是
非
と
も
同
期
の
方

々
に

も
お
話
を
し
て
戴
い
て
結
構
で
す
の

で
、
娘
の
婚
活
を
お
願
い
致
し
ま
す
』

と
の
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
良
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
山

梨
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
」

「七
夕
会
」
７７
期

七
夕
会
を
昨
年
同
様
に
、
下
記
の

場
所
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

☆
日
時

一
七
月
三
日

（上
）
午
後
四

時
か
ら
八
時
ま
で
が

一
次
会
、
二
次

会
の
居
残
り
も
可

★
場
所

一
新
宿
区
新
宿
３
１
３
１
５

ペ
ガ
サ
ス
館
３
階

パ
ブ

「
ア
フ
タ
１
６
」

昨
年
と
同
じ
場
所

（新
宿
駅
中
央

東

口

一
中
央
通
５
分
、
Ｉ
Ｄ
Ｃ
大
塚

一家少旦
（の
一則
）

電
話
（
０
３
）
３
３
５
６
１
６
６
８
８

★
会
費

一
五
〇
〇
〇
円

（食
事
。酒
・

カ
ラ
オ
ケ
・
二
次
会
す

べ
て
込
み
で

す
。
）

来
年
は
卒
業
五
十
年
で
す
の
で
、
良

い
企
画
が
あ
れ
ば
御
提
案
く
だ
さ
い
。

人
の
キ
く
翁
に
姫
に
な
り
に
け
り

学
本
口の
友
ら
■子
寿
を
言
礼
ぐ

７３
期
同
期
会

山
梨
　
由
記

去
年
の
十

一
月
二
十
八
日
に
西
新

宿
の
ホ
テ
ル
で
恒
例
の
関
東
同
期
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

一
年
で

ご
逝
去
さ
れ
た
方

へ
の
黙
祷
の
後
、

参
加
者
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ
く
ん

「
パ
ン
造
り
が
面
白
く
、

今
度
は
ク

ッ
キ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま

す
が
、
も
う

一
つ
の
趣
味
の
ダ
ン
ス

も
楽
し
い
毎
日
で
す
」
（
そ
れ
に
ゴ

ル
フ
も
あ
る
し
ね
）
と
俺
の
呟
き
。

Ｓ
く
ん

「
プ
ー
ル
に
通

っ
て
体
作

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
何
の
因
果
か
、

こ
の
年
に
な

っ
て
も
仕
事
を
続
け
て

い
ま
す
」

（体
力
と
契
約
作
り
も
社

長
の
仕
事
だ
よ
）

Ｙ
く
ん

「息
子
に
社
長
を
譲
り
三

代
続
い
た
社
業
を
身
売
り
し
て
、
別

の
会
社
で
活
路
を
求
め
ま
す
」
（会

社
経
営
は
難
し
い
時
代
で
す
か
ら
ね
）

Ｉ
く
ん

「中
仙
道
を
１
日
歩
い
て

家
に
帰
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
次
の
地

点
を
目
指
し
て
歩
き
、
言
わ
ば
個
人

リ
レ
ー
で
京
都
ま
で
完
走
し
ま
し
た
」

（俺
も
足
腰
強
い
か
ら
、
東
海
道
を

５３
日
で
完
走
し
た
い
な
）

５６
期

故
清
水
逸
郎
奥
さ
ん
の
不
二
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙

静
中
５６
期
、
故
清
水
逸
郎

の
家

内

で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
東
地
区
同

期
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

約
十
五
名
く
ら
い
の
出
席
者
が
あ

り
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
こ
こ
三
年
は
急

に
人
数
が
減

り
、
十
九
年
十
月
に
案
内
状
を
十

七
名
に
出
し
て
出
席
が
四
名
と
な

り
、
そ
の
時
の
残
金
が
七
三
〇
〇

円
ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ

（静
岡

で
開

催
し
た
同
期
会
も
昨
年

で
最
後
と

い
う
こ
と
で
す
）
七
〇
〇
〇
円
を

お
手
数

で
も
関
東
同
窓
会
の
活
動

費

の
ほ
ん
の

一
部

に
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
主
人
も
本
望
と
存
じ
ま

す
。

（
有
難
く
有
効

に
使
用
さ
せ

て
い

た
だ
き
ま
す

ｏ
事
務
局
）

６１
期

八
木
貞
二
兄
追
悼
　
　
６１
期

清
水

照
彦

昨

年

暮

十

二

月

七

日

に
逝
去

さ

れ

た

八
木
貞
二
兄
は
、
静
岡
城
内
西
小

学
校
、
静
岡
中
学
校
以
来
の
親
友

で
し
た
。

八
木
貞
二
兄
は
東
京
大
学
農
学

部
水
産
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
〓

十
九
年
二
月
東
宮
侍
従
に
な
り
、

そ
の
後
宮
内
庁
侍
従
、
侍
従
次
長

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十

一
年
十

一
月
勲
二
等
瑞
宝
章
を
叙

勲
さ
れ
、
昨
年
死
去
に
伴
い
正
四

位
を
追
賜
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
幕
末

・
明
治
維
新
前

夜
に
亡
く
な

っ
た
坂
本
龍
馬

。
中

岡
慎
太
郎
に
贈
ら
れ
た
の
も
正
四

位
で
あ
り
ま
し
た
。
静
岡
中
学
の

同
窓
生
の

一
人
と
し
て
大
変
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
６１
期
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
す
。

稲
森
慎
二
兄
の
立
派
な
弔
辞

で

八
木
貞
二
兄
の
人
柄
は
語
り
圭
並
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
温
厚

・
誠

実
な
人
柄

で
人
前

で
位
階
勲
等
を

語
る
事
は
好
ま
な
い
人
で
あ
り
ま

し
た
。
か

つ
て
明
治
維
新

の
折
、

江
戸
か
ら
駿
府

に
徳
川
慶
喜
が
連

れ
て
来
ら
れ
た
武
士
団
の
気
風
は

静
岡
城
内
西
小
学
校
、
静
岡
中
学

校
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
八
木
貞

二
兄
は
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
も
恩

に
着
せ
ず
、
余
り
多
く
は
語
ら
ず

に
、
用
が
済
め
ば
黙
し
て
、

そ
の

場
を
立
ち
去
る
と
い
う
、
正
義
を

愛
し
、
名
誉
を
重
ん
ず
る
侍
で
あ

っ

た
と
思
い
ま
す
。

八
木
貞
二
兄
の
死
を
悼
み
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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薫
ま
で
あ
と

τ
歩
雇
か
な
か

う
な
“
〓
轟

の
初
麗
監
警
は

歴菫1者ヽ

【
評
摯

一
電

・
３
薔
板
・驚
が
轟
蟻
打
で
轟
轟

・す
る
と
、
裏
継
一一轟種
は
４
機

「終
鷺
の
３
鐵
で

贅
け
る
な
と
、
常
に
言

っ
て

き
た
。
七
爾
か
ら
両
脅
０
点

．欝
爾
１
〓
鶴
　
６
年
ぶ
り
に
饉
勝
・を
決
め

・

鷺
び
合
う
際
麟
テ
イ
ン
ーー
構
率
擁
議
雛
機

．

春
季
高
校
野
球
、
静
岡
県
大
会
の
決
勝
大
会
で
静
高
が
優
勝
し
た
と
き
の
静
岡
新
聞
の
記
事
。

こ
の
あ
と
東
海
４
県
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
ま
で
進
ん
だ
。

・
―
優
勝
の
一轟
麟
力
と
し
て
ま

鷲
禁
・げ
ら
れ
る
の
が
、
獲
争

・
簿
の
成
蔓
。
秋
に
は
大
筐
失

薫

す
る
ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た

っ
て
く
一稚
る
の
に
勝
て
な
い

こ
と
が
一続
い
た
。
や
ら
な
く

投
番
躍
は
一度
む
け
た
。

っ
て
き
た
け
ど
、

ず
半
信
機
難
だ
っ
た
一

０
‐
０
で
連
え
た
九
鐵

絲
難
衛
一

だ
も
の
は
大
き
い
“
「難
分

た
ち
露

球
を
や
警

参

咤
一一一鰈
響・攣

鰺

鰺
‐・―壊

轟

鰺
爾
政
審

清
な
鶴
先

静

岡

便

り

野
球
部

「五
年
ぶ
り
静

岡
大
会
で
優
勝
、
ナ
ン

バ
ー

一
シ
ー
ド
校
に
」

「
お
い
、
春
の
野
球
部
は
本
物
か
。

夏
の
大
会
も
期
待
し
て
い
い
か
」

５
年
ぶ
り
春
の
静
岡
県
大
会
を
制

し
、
東
海
大
会
で
も
ベ
ス
ト
４
に
健

闘
し
た
静
岡
高
校
。

「
昨
年
ま
で
の
チ
ー
ム
は
、
な
ん

と
な
く
落
ち
着
き
が
な
く
、
３
点
、

４
点
リ
ー
ド
し
て
も
後
半
戦

一
挙
に

逆
転
さ
れ
る
の
が
多
か

っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
最
近
の
チ
ー
ム
は
、
試
合

に
重
み
が
で
て
、
絶
対
的
に
得
点
を

与
え
て
い
な
い
」
と
野
球
部
先
輩
。

し
っ
か
り
守
れ
る
チ
ー
ム
に
成
り
立

っ

て
き
た
と
解
説
。

夏
の
大
会
で
も
、
投
手
陣
が
四
死

球
、
補
逸
な
ど
く
だ
ら
な
い
ミ
ス
、

内
野
手
、
外
野
手
の
ポ
カ
な
ど
が
な

く
な
り
、
堅
実
な
守
備
が
で
き
れ
ば

か
な
り
期
待
で
き
そ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
シ
ー
ド
校
の
特
典
は
中

央
の
球
場
で
試
合
が
出
来
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
年
は
草
薙
球
場
が
改
装

中
で
、
島
田
球
場
で
戦
う
の
が
多
く

な
り
そ
う
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
。

同
窓
会
・同
期
会
の
告
知

「江
ノ
島
会
」
の
ご
案
内

期
日

¨
九
月
二
十
六
日

（
日
）
、
十

二
時
よ
り
。
例
年
通
り
江
ノ
島

「
恵

比
寿
屋
」

で
開
催
し
ま
す
。

会
費
、
男
子
八
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
、
女
子
七

〇
〇
〇
円
。
多
く
の
参
加
者
を
お
待

ち
し
ま
す
。

江
ノ
島
会
会
長
　
黒
田
秀
辛

（６７
期
）

電
話

（０
４
５
）
２
６
１

・
５
１
８
１

編

集

後

記

◇

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
部

の
関
東
地

区
Ｏ
Ｂ
会
、
関
東
静
高
柔
友
会
、
さ

ら
に
島
円
の

「
釣
耕
苑
」
を
訪
ね
る

会
な
ど
同
窓
会
活
動
は
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
盛
り
上
げ
同
窓

の
輪
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全

て
静
中

・
静
高
関
東

同
窓
会
が
基
本
に
な

っ
て
い
ま
す
．

是
非
七
月
九
日
の
同
窓
会
総
会
に
は
、

お
仲
間
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く

だ
さ
い
．

◇
編
集
作
業
が

一
番
大
切
な
連
体
明

け
の
時
期
、
編
集
者

の
体
調
が
悪
く

な
り
、
結
局
発
刊
が
遅
く
な
り
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
会
報
編
集
に
興
味
あ
る
方
お

手
伝
い
く
だ
さ
い
。
東
京
事
務
所
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
７７
期

・
村
松
貴
彦
）

F
:

l

:
チーム |へ′      ~  ~.J

静岡5年ぶり春王者
参
位
決
議・ん戦
億
掛
川
爾

鷲^
雛
５
獲
）
が
書
大
三
灘
〈東
鶴
８
位
）
を
７
■
な
で
戦
っ

蔦

籐
興

一一薦
の
画
授
鱗
礁
か
も
議雛
環
の
小
敬
、
讐
壕
井

・・の
構
藤“場
で
行
わ
れ

る
一最
大
会
に
機
爾す
る
一

1雛  鶴 3-0二  轟:

.▼ 3篠,央定載         :
機 JII西 7-4轟 大二轟‐

．

‥
　
　
　
．‥

―

―

―
―

■
■
　
　
餞

一摯暮
筆
鷲悔叢
警
様
凛
磯
篠燃一一
難

・第
軒
曇
爾饉
議
嬢
豫
爆
大
会
鶴（終
磯
難
燿
機
、
構
一家
一鷹
攘郎被
一場
で
決
滲
↑
毬
篠
湊
一・

定
餓
を
爾
い
ヽ
滋鶴

幸^
鷺
一・・一つ篠
）
が
一一一鶴
（東
都
薇
鷺
）
を
・８
１
つ
い一・巖
４
一一
も
苺

いかり
毬
警擦・燿
つ
華櫂
を́
業
た
し
滋
。
難
鸞
時ヽ
一に
は
撰
鷲
・構
鷲
は
ス
‐タイ
ズ
で
確
実
一

・・一島
東
海

へ
大
き
奔

ｉ
ｂ
一
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倉
澤

栄
吉

近
藤

希
賢

杉
本

久
敬
、
嶋

三
四
郎

丸
尾

文
治

林

盛
次
、
渡
辺

功

西
田

豊
馬
、
小
川

善
次
ヽ
″

橋
本

久
仁
寿
、
志
田

寿

一
、
木
宮

高
彦
、
虎
岩

秀
郎
、

宗
像

醇
、
桜
井

昌
也

佐
野

圭
司
、
大
畑

忠
夫

長
澤

榮

一
、
小
沢

忠
樹
、　
法
月

重
雄
、
中
田

千
束

清
水

逸
郎

原
川

久
雄
、
酒
井

博
、
山毛
井

平

一
郎
、

月
見
里

礼
次
郎

大
石

華
三
、
須
山

静
夫
、　
小
山

牧
夫
、
天
野

国
明
、

松
永

栄
夫

近
藤

陽
三
、
増
田

真

一
、　
小
花

敏
郎
、
福
地

彊
、

内
田

武
二
、
日
澤

義
彦
、

小
沢

将
男
、
朝
比
奈

正
三
、

大
塚

恒
、
長
谷
川

邦
三
、　
菅
原

操
、
瀬
端
　
一
男
、

山
田
　
一
夫
、
勝
呂

清
、
‐ヽ

本

俊
夫
、
狩
野

和
男
、

清
水

江
、
本
田

豊
、
川
Ｒ
一
昭

萩
原

荘
太
郎
、
石
関

忠
締
」
、
益
田

清
聞
、
山
本

正
三
、

井
田

淳
、
笠
間

達
男
、
年
一杉

重
吉
、
時
田

正
康
、

堤

崇
、
谷

龍
治
、
岡
田

ψ向
、
井
田

淳
、
原

善
三
郎
、

原
田

龍
二
、
小
林

金
次
ヽ

鈴
木

光
男
、
内
藤

敏
夫

八
木

貞
二
、
西
田

駿
之
芥
ハ
、
君
島

敏
男
、
山
崎

和
夫
、

大
石

次
男
、
清
水

照
彦
、

黒
川

泰
三
、
相
馬

孝
、

諸
田

賞
、
相
羽

達
雄
、
音
罰
山

秀
男
、
高
村

岳
史

川
手

生
巳
也
、
寺
尾

壽
隼
人
、
海
野

昭
平

横
井

一
、
伊
東

守
、
戸
」趙

義
郎

猪
野

達
彦
、
松
下

一
男
、

塚
本

光
彦
、
遠
藤

栄
、

佐
野

旭
、
野
澤

正
憲
、
Ｌ
］本

和
彦
、
益
頭

尚
文
、

増
田

政
雄
、
山
本

菊
哉
、

杉
本

哲
、
鈴
木

明
郎
、

栗
田

行
雄
、
永
田

進

一
、

岩
本

吉
雄
、
豊
納

健
蔵
、

新
井

彰
、
仲
野

賞
、
田
咆
‐
欣

６６
　
山
ド

裕

一
、
大
坪

信
之
、

瀬
尾

章
、
小
林

成
敏
、

牧
田

祐
治
、
森
山

秀
夫
、
増
井

和
夫
、
原
野
谷

朋
司
、

薮
崎

昭
、
大
村

敏
夫
、
石
川

制
二
、
久
保

泰
夫
、

馬
越

峻
、
村
越

立
彦
、
安
池

智
策
、
武
藤

勇
、

河
守

輝
雄
、
曽
根

錦
吾
、
馬
渕

逸
明
、
菊
田

聰
裕
、

佐
野

栄

一
、
小
嶋

清
司
、
斎
藤

進
、
小
川

浩
、

山
梨

裕
司
、
大
村

敏
夫
、
内
田

幸
雄

６７
　
丸
山

英
久
、
山
岡

進
、
大
石

脩
而
、
手
塚

重
明
、

小
杉

弘
、
長
倉

孝
二
、
松
岡

健
、
朝
倉

勇
、

朝
比
奈

正
三
、
黒
田

秀
幸
、
児
島

英
男
、

岡
村

英
二
郎
、
杉
山

明
、
牧
田

仁
男
、
鈴
木

敏
行
、

増
田

安
国
、
大
森

恵
古
、
向
井

久
和
、
遠
藤

一
彦
、

河
□

正
義
、
矢
部

隆
、
小
杉

謙

一
、
山
川

静
夫
、

神
谷

幸
男

６８
　
塚
本

浩
司
、
藤
波

真
五
、
酒
井

定
子
、
市
原

卓
、

江
崎

善
三
郎
、
秋
山

和
也
、
瀬
堂
川

徹
、
値
田

勇
夫
、

宇
田

貞
子
、
大
石

康
博
、
小
林

功
典
、
鈴
木

昭
夫
、

吉
崎

英
輔
、
岩
瀬

順
郊
、
河
口

浩
、
鈴
木

俊
彦
、

雨
宮

明
生
、
稲
葉

清
、
森
ド

健
、
荒
谷

じ

つ
子
、

栗
田

瑞
夫
、
三
橋

定
、
大
石

博
司
、
増
田

悦
男

６９
　
堀

久
夫
、
植
村

守
代
、
天
野

高
広
、
小
林

泰
三
、

寺
尾

允
男
、
城
内

和
、
原

久
弥
、
谷
川

治
弘
、

山
下

泉
、
望
月

道
生

７０
　
野
田

卓
男
、
山
田

恒
男
、
宮
代

省

一
、
海
野

泰
子
、

中
村

龍
二
、
有
田

久
、
谷
川

治
弘
、
一昌
田
　
二
樹
、

河
井

良
夫
、
中
馬

敏
雄
、
関

哲
男
、
片
山

智
司
、

清

智
、
仁
科

正
雄
、
久
沢

正
雄
、
滝
口

登
、

石
山

博
、
山
田

恒
男
、
自
石

通
子
、
大
場

良
臣

７１
　
西
野

章
、
石
川

宏
、
海
野

幸
雄
、
本
間

啓
司
、

小
池

啓
治
、
奥
村

鋭

一
郎
、
下

薫
、
諏
訪

逸
郎
、

宮
崎

次
郎
、
山
本

雅
司
、
富
野

壽
、
加
藤

祐
史
、

佐
藤

利
治
、
実
石

欣
哉
、
曽
根

幸

一
、
後
藤

弘
枝
、

伊
藤

勝
、
遠
藤

幸
男
、
矢
部

正
和
、
前
田

利
彦
、

谷
口

滋
、
浦
田

彰

７２
　
増
田

欽

一
、
今
泉

烈
、
桜
井

亮
介
、
佐
藤

允
弥
、

清
水

雅
彦
、
竹
内

正
和
、
深
円

均
、
山
口

公
子
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
目

雅
之
、
種
茂

雅
之
、
村
手

正
之
、
谷
口

諄
次
、

高
木

宣
明
、
関
ロ

マ
リ
子
、
桜
井

通
晴

７３
　
西
本

昇
平
、
塩
津

浩
、
中
西

宏
幸
、
岡
本

修
、

石
川

征
四
郎
、
大
村

春
樹
、
榊
原

由
之
、
大
長

義
信
、

松
永

烈
、
久
保
田

信
義
、
林

さ
ち
子
、
松
下

勝
朗
、

大
木

茂
、
遠
山

敦
子
、
後
藤

孝
子
、
中
西

英

一
、

仲
川

信
正
、
三
浦

英
夫
、
彦
坂

忠
俊
、
小
山

武
夫
、

石
川

久
男
、
深
澤

靖
男
、
山
ド

省
〓
、
近
藤

守
、

渡
辺

雅
俊
、
内
藤

誠
、
麻
生

貞
敏
、
望
月

公
美
、

山
梨

山
記

７４
　
佐
野

捷
造
、
井
鍋

正
良
、
勝
部

陽
三
、
角
谷

治
子
、

佐
藤

薫
郷
、
佐
藤

鐘
司
、
藤
原

経
史
、
森
田

史
雄
、

田
中

佐
知
子
、
近
藤

淳
子
、
小
笠
原

隆
夫
、

鈴
木

啓
文

７５
　
勝
亦

正
安
、
望
月

利
人
、
白
坂

徳
雄
、
小
栗

悠
嗣
、

柳
澤

弥
太
郎
、
井
出

辰

一
郎
、
小
林

鐘

一
、
縣

勇
兵
、

今
日

肇
、
佐
藤

修
二
、
大
島

崇
志
、
望
月

純
蔵
、

藤
倉

美
耶
子
、
村
松

友
視
、
安
達

嗣
雄
、
永
田

勝
也

７６
　
鈴
木

浩
、
田
口

紘

一
、
中
林

昭
雄
、
大
石

直
行
、

清
水

澄
夫
、
塚
本

平
二
、
児
島

二
郎
、
冨
田

駿
介
、

田
村

充
、
山
岸

誠
二

７７
　
森

正
毅
、
松
井

義
之
、
五
島

綾
子
、
岡
本

天
晴
、

三
浦

位
通
、
石
橋

三
洋
、
中
山

祀
吉
、
勝
間
田

俊
介
、

川
島

宏
祥
、
滝
野

公

一
郎
、
中
村

邦
彦
、

山
内

幸
太
郎
、
石
間

啓

一
、
磯
谷

計
嘉
、
岩
崎

敏
宏
、

後
藤

嘉
代
、
佐
藤

昌
男
、
加
藤

雅
久
、
栗
田

収
司
、

柴
田

哲
男
、
清
水

雅
尚
、
仁
科

光
司
、
野
方

重
人
、

村
松

貴
彦
、
須
川

薫
雄
、
石
山

建

一
、
大
岩

蓮
、

小
長
井

奎
幸
、
飯
島

千
代
美
、
安
達

宣
郎
、

伊
藤

達
雄
、
杉
山

武
、
飯
田

ｉ
国久
、
三
浦

昭
彦

７８
　
石
山

喬
、
石
田

久
徳
、
甲
賀

国
男
、
奥
山

和
子
、

60646362      61

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会
会
費
拠
出
者

一
覧
表
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石
川

暢
子
、
石
井

博
之
、
山
本

勇
夫
、
白
木

桃
子
、

安
本

恭
介
、
小
長
井

孝
、
友
安

昭
、
宇
田

進

一
、

川
崎

敏
弘
、
垣
生

尚
敬
、
伊
藤

洋
之
、
今
村

史
子
、

小
田
島

鏡
子
、
望
月

昭
彦
、
鎌
田

勇
、
杉
原

進
、

永
田

明
司
、
縣

保
佑

７９
　
伊
藤

彬
、
中
山

英
子
、
江
川

豪
雄
、
小
林
　
一
義
、

小
川

郷
太
郎
、
須
川

恒
次
、
井
出

雅
子
、
上
田

尚
亮
、

森

一
麻
、
大
石

恵
則
、
松
本

千
秋
、
菅
野

佳
男
、

島
田

洋
子

８０
　
小
木

哲
朗
、
岡
田

空
上司
、
加
藤

萱
康
、
久
保
田

政
美
、

鈴
木

勝
、
柴
田

裕
、
竹
内

勤
、
長
島

孝
太
郎
、

増
田

安
久
、
渡
辺

靖
男
、
小
長
谷

康
雄
、
飯
田

早
苗
、

武
田

忍
、
原
田

雅
之
、
吉
野

卓
史
、
角
谷

勝
彦
、

上
出

和
子
、
三
井

直
子
、
山
本

洋

一
、
青
野

稔
、

古
田

和
悦
、
岡
田

奎
司
、
池

ヶ
谷

古
人

８１
　
鈴
木

真
男
、
松
永

旭
、
水
上

俊
彦
、
仲
谷

博
明
、

磯
谷

和
子
、
鈴
木

素
明
、
丹
羽

正
雄
、
濱
野

雅
哲
、

鈴
木

昌
宏
、
伊
井

和
良
、
川
田

千
代
子
、
岡
部

政
之
、

森
下

鉄
夫
、
山
田

哲
夫

８２
　
堀
内

淳
司
、
多
賀
谷

秀
保
、
大
石

正
幸
、
大
村

多
聞
、

荒
牧

喬
平
、
計
良

光

一
郎
、
伊
東

惇
、
遠
藤

良
治
、

石
川

康
宏
、
金
子

恵
子
、
秋
山

好
、
八
牧

浩
行
、

岩
崎

年
史
、
青
木

式
、
伊
沢

佐
知
子
、
狩
野

行
雄
、

小
笠
原

正
樹
、
桜
田

照
男
、
細
川

晃
、
石
津

保
彦
、

吉
田

昌
史

８３
　
久
野

泰
可
、
増
井

敬
、
松
永

吉
降
、
中
村

豊
、

北
山

幸
治
、
久
野

淑
子
、
富
永

武
則
、
平
野

隆
史
、

野
呂

克
実
、
鈴
木

秀
孝
、
西
野

直
樹
、
的
場

滋
、

馬
場

信
行
、
渡
水
　
実
根
子
、
鈴
木

潤
、
金
田

幸
造
、

大
橋

健
司
、
大
石

高
志

８４
　
小
澤

治
夫
、
水
越

伸
昭
、
山
田

孝
夫
、
杉
田

勝
、

藤
田

佳
子
、
曽
根

徳
明
、
竹
下

晴
久
、
松
島

勤
、

高
瀬

荘

一
、
吹
井

承
二
、
吉
野

文
江
、
宇
佐
美

裕
民
、

○
各
期
ご
と
に
幹
事
役
を
決
め
て
同
窓
会

・

同
期
会
の
活
発
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

○
幹
事
未
定
の
期
は
至
急
選
出
し
て

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

塩
谷

立

８５
　
望
月

敬
生
、
高
橋

成
彰
、
池
田

幸
司
、
栗
田

博
通
、

杉
山

由
紀
子
、
増
井

喜

一
郎
、
内
野

直
樹
、
望
月

光
、

遠
藤

と
も
子
、
竹
田

徹
、
安
本

敬
、
北
條

正
裕
、

市
原

敏
晴
、
横
山

貴
志
、
竹
内

裕
子

８６
　
野
口

ひ
ろ
み
、
野
口

洋
亮
、
漆
原

敦
子
、
江
川

彰
子
、

長
島

正
、
梅
村

博
之
、
森

清
治
、
成
岡

和
美
、

加
賀
屋

正
之
、
久
嶋

寛
、
青
山

隆

一

８７
　
川
口

代
志
子
、
針
谷

千
鶴
子
、
安
倍

敏
陽
、
田
村

勉
、

春
日

武
彦
、
栗
田

敏
史
、
塚
本

寿
彦
、
中
村

典
子
、

横
山

フ
ル
ー
文
子
、
平
岩

正
史
、
石
渡

洋
行
、

柿
沼

佳
子
、
小
長
井

一
男
、
長
橋

正
己
、
石
川

嘉
和
、

高
橋

宏
、
猿
木

素
子
、
猿
木

和
久
、
塩
川

治
郎
、

沢
井

良
輔
、
内
坂

由
美
子
、
片
山

修
、
木
下

摂
、

鈴
木

克
宏
、
藁
科

名
雄

８８
　
姫
野

友
美
、
栗
田

和
明
、
江
間

彰
夫
、
大
村

康
二
、

谷
口

ひ
と
み
、
宇
佐
美

博
高
、
渡
辺

陵
司
、
大
石

裕
、

塩
沢

潤

８９
　
後
藤

滋
、
古
永

幸
弘
、
西
谷

昭
、
北
村

美
佐
子
、

北
村

佳
久
、
浅
羽

昌
之
、
山
崎

真
紀
子
、
新
村

暢
宏
、

鳥
巣

修
、
池
田

磨
佐
人
、
片
山

尚
生

９０
　
小
川

修
史
、
小
川

信
良
、
原
木

義
久
、
水
上

耕

一
郎
、

森
田

悦
三

東

昌
子
、
伴
野

昌
厚
、
宇
佐
美

恵
子
、
土
崎

弘
子

永
田

俊
介
、
服
部

泰
子
、
山
川

百
〈
口
子

小
澤

薫
、
川
辺

亮
、
大
羽

章
弘
、
飯
塚

雅
人
、

石
川

隆
、
岡
村

幸
彦

岡
村

仁
、
谷
口

央
、
山
口

道
男
、
亀
山

晴
信
、

松
野

敦
子
、
田
野

茂
、
小
川

志
郎
、
大
石

修

一

牛
見

豊
、
岡
部

正
明
、
堂
本

修
子
、
平
野

達
也
、

遠
又

寛
行
、
永
江

総
宣
、
石
垣

克
至

青
木

伸

内
田

雅
彦

関
東
同
窓
会
会
費

一
年
間
　
３
０
０
０
円

関
東
同
窓
会
の
会
計
年
度
は
、
４
月
１
日
よ
り
３
月
３１
日
ま

で
の
も
の
で
す
。
静
岡
本
部
は
１０
月
１
日
か
ら
で
、
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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９８
　
藤
本

俊
丈
、

平
畑

和
男
、

室
田

真
男
、

赤
上

首
バ理
子

９９
　
杉
山

功

一

１００
　
大
久
保

美
咲
、

五
十
嵐

寧
、

牧
田

秀
幸

‐０
　
夏
目

幸

一
郎
、

大
石

智
子
、

林

千
恵
子

‐０２
　
石
橋

幸
三
、

田
村

晋

一
、

川
辺

誠
、

橋
場

聖
子

‐０３
　
大
村

卓
矢
、

大
矢

か
お
り

‐０４
　
草
谷

緑

‐０
　
斎
藤

光
美

‐０８
　
安
倍

憲
明
、

清
水

順

‐０９
　
青
木

理

‐１
　
柴
円

真
友
子

‐１２
　
森
川

洋
平

‐１４
　
鳥
居

大
祐

‐１８
　
高
松

邦
子

‐２
　
露
崎

麻
里

4コ (墓、石碑)のことなら

1株)イ シ フ ク
望月 威男 (77期 )

熊野雄二郎 (84期 )

望月 茂樹 (101期 )

望月 秀康 (107期 )

〒421-1224静岡市葵区飯間 71
TEL 054-278-6610

関東の人に紹介したい良い環境

八王子

東 京 霊 園
〒193-0826東 京都八王子市元八王子町

TEL 0426-61-6734

○お墓、石碑、建材、石のことなら気軽に相談ください。
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鈴 与 株 式 会 社
取締役社長 鈴 木 与 平 (76期 )

〒424-8703静 岡市清水区入船町11-1
TEL 054(354)3015(秘 書室)

京浜支店 〒140-0013東京都品川区南大井 6-25-3
ビリーヴ大森 5F

TEL 03(6404)2100

日本レーベル印刷株式会社

代表取締役会長 岩 丼 平 ― 郎 (57期 )

本  社 〒422-8004静 岡市駿河区国古日3丁 目1番1号

TEL 054(262)1111(代 )

東京支社 〒104-0031中央区京橋1-1-6越 前屋 ビル8F
TEL 03(3272)4651(代 )

株式会社冨士 越化 成

代表取締役会長 野 澤 正 憲 (64期 )

〒140-0004東京都品川区南品川2-17-11
TEL 03(5783)3841
FAX 03(5783)3755

都心のオアシス・ ゴルフ練習場

(株)公和ゴルフセンター

代表取締役社長 山 中 1専 司 (73期 )

〒162-0056東京都新宿区若松町28番 5号

大江戸線 。若松河田駅隣り

TEL 03-3202-6558

同窓会で人の輪を ll

野 方 重 人 法 律 事 務 所

弁護士 野 方 重 人 (77期 )

〒101-0045 千代円区神田鍛冶町3-7-3
藪下 ビル6F

(TEL)03(3251)2348
(FAX)03(3257)0820

鳥 巣 修 税 理 士 事 務 所
税理士 鳥 巣  修 (89期 )

OSAlvIU TOSU

〒167-0041 東京都杉並区善福寺1-30-17
TEL 03(3396)3858 FAX 03(3396)3848

E11lail i tosuC)nlti.biglobe.ne.ip

愛 国 製 茶

代表取締役会長 馬場 泰男 (64期 )

本  社

東京都新宿区西早稲田3-7-9 TEL 03-3207-1611(代表)

高田馬場店

東京都新宿区高田馬場4-12-7 TEL 03-3363-6611(代 表)

自動車・火災 0傷害保険

(株)大 高 保 険 事 務 所

代表取締役 清 水 雅 尚 (77期 )

〒150-0011東京都渋谷区東3-15-8
TEL 03(3406)9350
携帯 090-7800-3767

タ カ ラ 歯 科 診 療 所

代 表 藁 科 名 雄 (87期 )

東横線 中目黒 ド車 徒歩 5分

TEL 0120-376-480
FAX 03-3710-8847

〒153-0051 日黒区上 日黒 2-18-13

おくす りのこと、健康のこと、相談できる調剤薬局

関東 。東海 。関西を中心に全国157店舗

株式会社 アイセイ薬局
医療・福祉・介護で日本を笑顔に

代表取締役 岡 村 幸 彦 (93期 ,応援指導部)

〒103-0014東京都中央区 日本橋蛎殻町2--14-5
′

「
EL 03-5651-7200 FAIX 03-5640-8611

http://wWW.aiSei.CO.ip

相続税・法人税・所得税などのご相談はどうぞ !


